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　　　校　 長　 先　 盈三（イキナサツトカ・
　　　　　　　　　イキナサルカ・イキ
　　　　　　　　　ナツトカ）
　　　尊敬する老人（イキナツトカエ）
　　　見知らぬ紳士（イキナサツトカ）
圭〉＜覧鰐ぬ欝欝」鳴）
　　　親しい友人（イクトカ・イツヵ
　　　　　　　　　ヨ）
　　　近所の驚奢（イクトカ・イツカ
　　　　　　　　　ヨ）
　　　自分の息子（イクトカ・イツカ
　　　　　　　　　ヨ）
　　　職分の妻（イクトカ）
〈’gE｝i〉　　：1．i内は皿の調査過程で現われた形式
含めると），何と15もの形式を回答している。五疑を総合し，微妙な文末形式
の差も含めて計数すると，表現形式の異なりの数は，（皿，Wの過程で出てきた
形式も含めて）33にもなる。それぞれの語形の系統および敬意の度合を考慮し
て，一一応の排列をすると表10のようになる。
　次に，Hの過程をみると，各インフォーマントとも，主として，「目上（年
上）」，「友達（同輩）」，「目下（若者）」などといった指標で回答していること
がわかる（2e　9－R）。そして，概略的には，「目上（年上）」に対する表現形
　　　　　　　　　　　　　　　181
衰10
オイデニナリマスカ
オイデデスカ
オイデカ
イカレマスカ
イカレルツトデスカ
イカレルツトカ
イキマスカ
イキナサルカナ
イキナサルカ
イキ＝ナサツトナ
イキナサツトカ
イキナサット
イキナルカナ
イキナツトナ
イキナツトカエ
イキナツトカ
イキナツト
イキナルカ
イキ腹アット＝ナ『
イキャットカ
ﾅッキャットカ
イキヤルカ
イツキヤー
イクトカヨ
イクトネ
イクトナ
イクトカ
イツトカ
イクト
イクカヨ
イツカヨ
イクカ
イツカ
式に，動詞十助動詞十助詞の構成をとるものが多く，～方，「薗下（若者）」に
対する衰現形式に，動詞＋助詞の構成をとるものが多いと栂う傾向をよみとる
ことができる。　しかし，いわゆる中聞段階の「友達（同輩）」などの場合につ
いて，どの形式を用いるかはインフri一　一’マントによって相当のゆれのあること
が認められる。
　さて，狙の過程での圏答（表9）によると，「校長先生」～「自分の妻」の
九者のそれぞれに対する待遇的な把握の仕方にもかなりの個人差のあることが
わかる。しかしながら，二二的にみれば，「校長先生」～「自分の妻」といっ
た排列は，待遇上の「目上」～「目下」の系列にほぼ対応しているとみること
ができよう◎ただし，いずれのインフォーマントも，「兇知らぬ着者」の方を
「父親」よりも上位のものと認定していることは注意すべきである（176ページ
参照）。
　なお，ここでの結果は，これら九名の対者のみの設定では，その地の待遇表
現形式の全体は捕捉できないという点も明らかにしている。
　ところで，皿の過程での回答をWの過程での圓答（表9）と比較してみよ
う。爾者は，本来一致すべきはずのものである。しかし，結果によれば，部分
的に一致するものもあるが，どのインフォーマン1・の場合にも，その回答は微
妙に変化していることがわかる。ここには，待遇表現形式の運用にあたっての
　　　　　　　　　　　　　　　　IS2
fiexibilityの実態がそのまま現われているとも言えよう。待遇表現調査のむず
かしさは，まさにこの点にあるわけである。
濡し　飯豊毅一「敬語研究資料について」（敬語講座10『敬語拶1究の方法』）1974など
　　参照。
注2．　真照僖治「一集落内における敬語行動一宇数調査から一」　（日本語と文化・祉
　　会2『ことばと祉会』）1977。
注3。喝聖対称講”とい5用語に関しては，鈴木孝央『ことばと文化』⑲73など参照。
注4．　加藤正儒「全圃：方嘗の敬語概観」（敬語言1奪座6『現代の敬語』）1973．
H　質間形式の違いによる剛答の差（沢木幹栄）
1．　はじめに一一三つの山間形式
　「実験的調奮」の調査票の巾でNo．51，　No．67～SO，　No．89～100は，質問形
式を変えることによって回答：がどう違ってくるかを晃るために設けた項目であ
る。以下，どのような違いが圓答の上に出てきたか，また，どこが変らなかD
たかを晃てゆきたい。
　質問形式として用意したのは，翻訳式，語形選択式，対話式の三つである。
No．67・）80は翻訳式，　No．89～100が語形選択式で，　No．5iが対話式である。
まず翻訳式の例としてNo．67を挙げる。
　　67親しい友入にむかって「東京に行く」と謡うとしたら，あなたはどのように雷
　　　　いますか
　これがNo．　67の全文である。インフ71’　一一マントは「」の内側の文を方書に
翻訳したものを答えてくれるはずである。この項黛のねらいは，アン3“一一ライ
ンを引いてある「に」の部分にあたる方雷形を見ることである。アンダーライ
ンを引いたのは，インフォーマントに．対してというより，むしろ調査者に．対し
て注目点を示すためである。このNo。67に対応する語形選択式の項目はNo．
89である。No．89は，
　　89親しい友入にむかって轡うとぎ，あなたは
　　　　　　　　1．　東窟二行く
　　　　　　　2．　東京工行く
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　　　　　　　3．東京サ行く
　　　　のうち，どれを使いますか。そのほかの雷い方をしますか。
となっている。インフt一マントが二，エ，サのいずれかを使って答えた時に
は調査者は番号をマルでかこむことになる。しかし，各地点の調査者から本部
に送られてきた整理票では実際の語形がそのまま記入されていることが多かっ
た。No．67～80は，　No．76とNo．78を除いて，　No．90～100とペアをなす。
ペアをなす項目の番号とその内容は次の通り。
　　67－89　東京に行く
　　68－90　ちょっと役場に行ってくる
　　69－91　ちょっと本家に行ってくる
　　70－92あした6時に起きろ
　　71－93　この本を机の上に置け
　　72－94　この本をお前にかそう
　　73－95　この本をあなたにかそう
　　74－96　この庫をおれによこせ
　　75－97　あそびに行こう
　　77－　98　　汽車ヵミ庵尺をこ着し・た
　　79－99息子を大工にする
　　80－100息子が大工になった
　ご覧のようtl　，
るケースである。しかし，
けではない。
（親しい友人にむかって）
（奥さんにむかって）
（　　　lt　　）
（孫にむつて）
（親しい友入にむかって）
（　lt　）（孫の学校の校長先生にむかって）
（親しい友人にむかって）
（　　　n　　　　）
（　　　u　）
（　tt　）（　tl　）
　　　　　 　これらはすべて，東京方言では助詞「二」を使うことのでき
　　　　　　　　　　　　これで助詞「二」の用法のすべてをつくしているわ
　　　　　　むしろ，いろいろな用法をカバーしつつ，各地の方書で「エ」，
「サ」などの助詞と競合するようなものを選んだつもりである。はじめから
「二」しか使えない場合と違って，「二」以外にもいくつか選択の可能性があ
れば，質問形式による差も出てきやすいだろう。
　No．51は対話式の質問形式をとっている。項目自体は67－90に対応する内容
のものである。「対話式」とは耳慣れない呼び名だが，この質問法を採用した
のは新しい試みだと雷えるだろう。今回の調査票では次のように質問文を設定
した。
　　50　あなたぶ役場に出かけようとしたら奥さんから「どこに行くか」と聞かれたと
　　　　します。その時制さんはどんな言い方をしますか。いろいろな雷い方があると
　　　　思いますが，それを全部教えて下さい。（複数の回答の場合は，それをA，B，
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　　　　C……とする）
　　51それでは私が奥さんになったつもりで聞いてみますから「ちょっと役場に行っ
　　　てくる」という返事をしてみて下さい。「A，B，　Cの順に調査者が発話。そ
　　　れぞれに対する回答を詑録する）
　「対話式」という呼び名のいわれがお分りになったことと思う。No．51は
No．50なしでは成立しないのである。この質問形式は，文法調査を具体的場面
に近づけようとする試みでもあった。
2。　分析に際しての問題点
　回答の種類が限られているので，調査結果の分析はかなりの程度まで計量的
に行うことが可能である。しかし，実際に資料を処理する段階で，岡一語形と
認定するかどうかをめぐっていろいろな問題が発生した。各地の方言の実態が
よくわからないために，ある意昧で独断的に処理した面があるかもしれない
が，全体としてそう大きな間違いはしていないつもりである。
　問題となったもので最も一般的なのは，68－90で「役場に」を，ヤクベー，
jakubε：等という場合だが，これは熊本を除いて「ヤクバ」十「エ」と解釈し
た。岡山ではヤクビャ～が得られたが，これも追様に解釈した。また「エキ
ー」「ウエー」のように先行する名詞が，イ段あるいは工段で終っている時に，
語末を長音にしただけで助詞らしきものはほかに見あたらないということがあ
るが，この場舎も，原刻として，熊本以外は名詞に「エ」がついたものと判断
した。　（これらの場合，名詞に「・＝」がついたものが含まれている可能性もあ
るが，個々のケースについて客観的な判断を下すことが臨直なため，このよう
な統一的な処理法を採った。）
　No．　71などで「ン」が出てきたが，これは「”」にあたるものと見なした。
　熊本では，選択式で3という数字（これは調査票では「サ」に当る）が記録
されていて，翻訳式ではrサネ」が記録されているということがあった。これ
は岡じものとして処理した。福岡でも「サン」に関して全く岡様なことがあっ
た。
　熊本では，他に選択式で1という数字（これは調査票では「二」に当る），
翻訳式で「イ」が記録されているということもあった。「目標格には，九州全
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体二を使うが，たいてい一　：一はイに転じ，さらに前の母音と融合することもあ
る」（r方言と標準語』356ページ）という記述に従えば，翻訳式の「イ」は
「二」として扱うべきだということになる。そこで上記のように処理したので
ある。筆老は竃崎で調査を行った際，「おまえ」に当る語形はwaiだが，「お
まえに」はwar圭であるとの回答をインフォーマントから得た。これも事様の
現象かも知れないが，確信が持てないのでwar三は二，工tサとは異る，未知
の助詞がwaiについた形だということに，作業の都合上しておいた。
　先に述べたように，調査の結果を計量約に処理することを騒ざしたが，カイ
自乗検：定などはやっていない。それは母集団（地点で言うならば，こうした小
調査を土台にして今後，実施されるべき大調査の時の総地点ということにな
る）からランダムな手続きで標本集団（地点で言えば，今回の調査地点）を取
り出したとはいえないからである。調査地点を一つにしてそのかわりインフォ
ーマントの数をうんと増やした方が調査法の比較によかったという批判もある
かも知れないが，それでは全閣を見渡すことができなくなってしまう。ただ今
回の場合，調査者1人に対し一地点という割合だったので，ある地点である特
徴が見られたとしてもそれが調査者の個性によるものなのか，それともその地
点のもともとの性質なのか決め難いところがある。
3．分析の結果
　まず，対語式と他の質問形式との違いから見て行くことにする。
　まず，表1をご覧いただきたい。この表は各質問形式聞の回答の一一致度を示
したものである。一致度は次のようにして算出した。
　あるインフA一　一一マントがAという質問形式で答えた置形とBという質問形式
で答えた語形が同じであれば，1を与え，異っていれば0を与える。Aで複数
の園答が得られた場合，そのいずれもが質問形式Bの回答と一致しなければも
ちろん0。質問形式A，Bでともに複数の回答が得られ，それらがすべて一致
した時は1を与える。今まであげたどの場含にもあてはまらない場合一一言い
かえると，質問形式A，Bの回答が部分的にしか一致しない場合には0．5を与
える。地点によってインフォーマン1・の数が異るのでおのおのインフォーマ
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ントに与えた得点を合計してインブォーマント数（捌回答一後述のインフォ
ーマントは数に入れない）で割る。これを一致度とした。表1を見ると，ほと
んどすべての地点で90・一68の組がNo．51を含む組より一致度が高いか等しい。
　表2は首位の一致を表にしたものである。各インフォーマントの回答数を合
計したものが一番多い語形をその地点で首位を取ったものとみなし，項目聞の
比較をおこなった。Oをつけたのは2つの項鷲で首位が一致したもの，×をつ
けたのは一致しなかったものである。回答数は，インフit・・一マントが一つの語
形だけを答えた聴は1，複数語形の蒔は各一町に対して，語形数分の1を与え
る。語形の数が2の蒋は1／2，3の時は1／3といった員合である。
　表2では，51－68で×の数が1，51－90では3であるのに対し，68－90では
1だけである。まあ一応満足できる一致度である。表1から，対話式は残りの
二つの質問形式から少し離れたところに位置する質問形式だと言える。表3
からも岡じことが言える。表3は異り語形数の表である。ある地点で，ある項
即こ関して得られた全回答の中での異り語形数を表にし，更に1地点当りの平
均語形数を算即した。異り語形数について見ると対話式は他の質問形式より多
い。
　対議式では助講の比較を行うということから言うと不適当な回答が頻出し
た。例えば，あるインフォーマントは「ヤクバデコセキノモンダイデチョット
イッテクル」と答えた。この「ヤクバデ」が「イッテクル」にかかるとはちょ
っと考えにくい。単に「役場だ」式の回答もあった。こうした不適当な回答
（以一ド，「男q回答：」　と「呼ぶ）はNo．51では全部で7つあった。これに対し，
No．68，　No．90では鋼回答の数はゼロである。自然の会話では，「どこに行く
か」という問いに対し，「ちょっと役場に行ってくる」だけでなく，いろいろ
な言い方が有るのが普通だろう。溺回答が多く得られたということと，異り語
形の多さは，対話式を用いることによってねらいどおり調査を異体的場面に近
づけることができたためだとも考えられる。劉回答が多かった理由はもうひと
つ考えられる。調査票の中では，No．51でどこに注目すべきかが示されていな
いのである。
　対話式は別回答の多さから言って，ある特定の表現を得るというのには不利
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である。もう一つ，対話法の短所は，まわりくどい調査法だということであ
る。
　次に，語形選択式と翻訳式の比較を行う。まず，表4を見ていただこう。こ
れは，各項目の地点ごとの内容～覧とでも書うべきものである。表の数値は，
ある語形が全回答の中で占める比率を表わしている。例えば，五人のインフォ
ーマントがいて，そのうち三人がエと答え，二人がサと答えた時はエは0．6で
サは0．4である。一人のインフォーマントが複数の回答をしたときには，例に
よってそのの回答数分の1の値しか与えられない。だから，五人のインフit　一
マントのうち一一入がエとサの二つを回答し，残りのインフォーマン｝がすべて
エだったら，ヱは0．9でサは0，1ということになる。この表から，更に「ゆれの
数値」を出して作ったのが表5である。ゆれの数値というのは，表4の各語形
の比率をそれぞれ自乗したものを合計したものである。インフit　一マント全員
がある一つの語形のみを答えた時，ゆれの数値は1になる。逆にゆれの数値が
0になるのは，すべてのインフZi一　・一マントが無限の数の語形を答えた時（もち
ろん不可能だが）である。ゆれの数値については，佐竹秀雄r表詑のゆれを測
る」（『電子計；算機による圏語研究湿£）を参照されたい。佐竹のttゆれの尺度”
はここでのゆれの数値とは考え方の大筋においては同じである。ただ，両者
は，佐竹のttゆれの尺度”とここでのゆれの数値を足すとちょうど1になると
いう関係にある。
　ゆれの数値が小さい方が，答えがいろいろな語形に散らばっているというこ
となのだが，表5を見ても，どちらかの質問形式が常にもう一方の質問形式よ
りもゆれの数値が低いということは書えない。むしろ，表5その1で宮崎の数
値が他に比べて非常に低いこと，逆に長野から熊本にかけて数値の高い地点が
続いていることのほうが目につく。野崎の数値が低いのは，五人の調査者がそ
れぞれ一一人ずつのインフォーマントを相手にした一言いかえると，調査のバ
ラツキにインフォーマントのバラツキが相乗されたためであると，一応考えて
おく。長野から熊本にかけて数値が高いのは，これらの地点では二とエの使い
分けがはっきりしていることによるものだ。
　表6は，異り語形数の表だが，ここでもどちらか一方の調査法の方が，常に
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もう一方より数値が高かったり低かったりすることはない。
　表6は，ある地点である項羅に対してインフit　一マントが平均いくつの答え
を出したかを算出し，さらにそれから地点ごと及び項目ごとの平均を出したも
のである。語形選択式の方が数値が高いことが多い。語形選択式は選択肢をす
べてインフA・　一マン｝の前で読み上げるので，常に複数語形の誘導を行ってい
るのと岡じ効果を持つ。そのためにこのような結果になるのだろう。表4で，
千葉県では翻訳式の時はサがないのに，語形選択式になるとサが出てくるのも
誘導の効果だろう。
　調査のマユユアルで淡々と調査を行うよう指定してあったので，翻訳式の場
合，第一答が出た後で，更に他の語形を誘導することはあまりなかったと思わ
れる。そのことが表7のような形で質閥形式のちがいによる差をはっきり出す
ことにつながったのだろう。
　表8は一致度を表わtたもの，表9は首位の一致度である。一致度だけとっ
てみても，かなりよい数字が出ている。翻訳式でも語形選択式でも実際の調査
の縫帯には大した差がないと君える。首位の一致度は非常に高い。ある地点で複
数のインフォーマントを調査した場合，首位を㌫める語形はどちらの質問形式
でも大体同じだということを，これは意味している。
　以上，質問形式の違いによる回答の差について若干の分析を行った。さら
に，格助詞以外の項葭についての分析の結果を得た上で，今後の調査の方法に
ついて検：討を加えることにしたい。
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